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サルアデノウイルス SA7 はハムスターに対して今迄見出された DNA腫凄ウイルスのうち最も強力
な発癌性を示す口 in vitro においてもハムスター細胞を高率に transf orm させることが報告されてい
る。従って SA7 がハムスターの細胞でどのような感染形態をとるか調べることはウイルスの発癌機構
を解明する上に極めて興味のあることと思われる。この研究においては主として SA7感染ハムスター




1 .サルアデノウイルス SA7 をハムスター腎及び胎児細胞、 人胎児腎及び肺細胞に細胞当り約10
TCID soで、感染させ、一定時間ごとにウイルスの定量を猿腎細胞短試培養での TCID soで\又 DNAの




3. 感染後合成された DNA の間質を DNA-DNA hybridization を用いて調べた D 即ち感染後の一定
時間5μci/ m.eの 3H チミジンでラベルした後 DNA をpronase 、 SDS、フェノール法により抽出し、細胞


















3Hチミジンの DNAへのとり込みは20~60時間で非感染細胞の約 5 倍に増加し、腎細胞程著明でな
























腫蕩原性サルアデノウイルス SA7 をハムスター細胞に感染させた場合には細胞 DNA合成の誘導、
ウイルス DNA 合成、ウイルス抗原、腫療特異抗原の生成は起るが感染性ウイルス粒子の成熟は起ら
ず不完全増殖の感染形態をとり、人胎児細胞に感染させた場合には完全増殖の感染形態をとることを
明らかにした。
これら SA7 ウイルスの感染過程を調べた本研究は腫凄原性ウイルスによる細胞癌化の機構を解明す
るために必要な基礎データを提供した重要な研究と思われる。
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